
　主要教科　　［　　算数・数学　算数・数学　]

Ｂ０３ 859

金の星社 講談社

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)　自主性や創造

　 性、思考力の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等の
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

備　　　　　考

(発　 行　 年)

（Ｓ55） （Ｈ23）

　表紙は堅ろうである。大きさは適切で
ある。

　全ページ厚紙が使用されており、堅ろ
うである。

６　体裁や造本が適

　切であること。

　台紙の色は濃く絵の色と調和がとれて
いる。

　積み木は４色で構成されており、縁が
黒で描かれていて見やすい。

　文字は２号活字で書かれている。 　おおよそ１ページに１行、14ポイント
の文字が使用されている。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

　文章は簡潔で調子をつけて読むことが
でき覚えやすい。
　挿絵も分かりやすく表現されている。

　見開きページいっぱいのカラフルな絵
の中にひらがな文が１ページに１文（１
～30字程度）である。

　使用されていない。 　使用されていない。

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

　形についての興味や具体物を使って
丸、三角、四角の概念をより強めること
ができる。

　絵本と同じような形の積み木を使っ
て、実際に指導者や友達との形遊びに発
展させることができる。

　図形領域については、年間を通して使
用できる分量である。

　読み切り形式であるが、年間を通し
て、適宜使用できる。

　身近にある物に対する形の区別やその
形の名称を知ることができる。

　次はどんな乗り物ができるのかを楽し
みに、自分でページをめくろうとするこ
とができる。穴あきのしかけで、ページ
がめくりやすく工夫されている。

　文章を読みながら絵の上を指でなぞら
すように、指導したほうがよい。

　見開きページいっぱいのカラフルな積
み木がページをめくると乗り物の形に
なっている。積み木→乗り物の繰り返し
でわかりやすい。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

　身近にある「まる・さんかく・しか
く」の形について知識を得ることがで
き、形の違い、種類について、興味・関
心を高めることができる。

　簡単な形の組み合わせで身近な乗り物
が構成されているので、形に興味を持つ
ことができる。

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

Ａ　段階 Ａ　段階

　絵と言葉から、物の形の違いに関心を
持たせ、丸、三角、四角の名称を言った
り指さしをすることができる。

関連教科（生活）

　簡単な形の積み木で順々に自動車やバ
スなどの乗り物が作られる。身近にある
ものの形の違いに気付いたり形に興味を
持つことができる。

 判型・ページ数・価格
21.1×18.4cm ２１ページ 780円 16.7×16.7cm ２４ページ 850円

　　　　発　行　者・著　　者 わらべきみか よねづ　ゆうすけ

　　　　図書コード・書　　名
あかちゃんとおかあさん
の絵本　ハテイちゃんの
まる・さんかく・しかく

のりものつみき
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　主要教科　　［　　算数・数学　算数・数学　]

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)　自主性や創造

　 性、思考力の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等の
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

備　　　　　考

(発　 行　 年)

６　体裁や造本が適

　切であること。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

 判型・ページ数・価格

　　　　発　行　者・著　　者

　　　　図書コード・書　　名 731 747

大日本絵画 大日本絵画

　見ることが困難な子どもも、触ること
で数を数えたり数の増減を楽しんだりす
ることができる。

　　　　　　　　（Ｈ22）

　見ることが困難な子どもも、触ること
で数を数えたり数の増減を楽しんだりす
ることができる。

　　　　　　　　（Ｈ23）

　全ページ厚紙が使用されており、堅ろ
うである。

　表紙は３mmの厚紙を使用し、堅ろうで
ある。

　多色刷りである。 　多色刷りである。

　１ページに２行ずつ12ポイントの文字
が使用されている。

　文字は20ポイント活字が使用されてい
る。

　使用されていない。

　色彩豊かな絵の中にひらがな文が１
ページに１文（20～30字程度）である。

　色彩豊かな絵の中にひらがな文が１
ページに１文（20～30字程度）である。

　使用されていない。

　生活場面とつなぎ、子どもたちが興味
を持っている生き物や食べ物など、身近
な物の数を数える活動を重ねることで学
習した内容を発展させることができる。

　生活場面とつなぎ、子どもたちが興味
をもっている生きものや食べものなど、
身近なものの数を数える活動を重ねるこ
とで学習した内容を発展させることがで
きる。

　読み切り形式であるが、年間を通し
て、適宜使用できる。

　読み切り形式であるが、年間を通し
て、適宜使用できる。

　しかけ絵本になっており、ページをめ
くると動物が増えたり減ったりするよう
に工夫されている。数に対する興味や数
えようとする意欲を持つことができる。

　仕掛け絵本になっており、ページをめ
くると動物が増えたり減ったりするよう
に工夫されている。数に対する興味や数
えようとする意欲をもつことができる。

　ページをめくるごとに立体的に作られ
た10個のかたつむりの人形が１つずつ
減っていき、話の展開を楽しみながら、
数を数えることや、増えたり減ったりが
理解できる。

　ページをめくるごとに立体的に作られ
た10個のあひるのおもちゃが１つずつ
減っていき、話の展開を楽しみながら、
自然に数を数えたり、増えたり減ったり
が理解できる。

　話を展開させていく中でページをめく
るたびにかたつむりを数えることによ
り、数に対する興味や関心を育てること
ができる。

　話を展開させていく中で動物を数える
ことにより、数に対する興味や関心をも
つことができる。

Ａ　段階 Ａ・（Ｂ）　段階

　身近な動物を順に登場させ、絵と数を
対応させて１から10までの数への興味・
関心を育てることができる。

　身近な動物を順に登場させ、絵と数を
対応させて１から10までの数への興味・
簡関心を育てることができる。

23.0×23.0㎝ ２２ページ 1,700円 18.4×23cm ２２ページ 1,400円

リズ・フラナガン　文
ルース・ギャロウェイ　絵

きたむらまさお　訳
ドーン・ベントレー

あなあきしかけえほん
10ぴきよるのかたつむり

１０このおもちゃの
あひるちゃん
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　主要教科　　［　　算数・数学　算数・数学　]

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)　自主性や創造

　 性、思考力の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等の
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

備　　　　　考

(発　 行　 年)

６　体裁や造本が適

　切であること。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

 判型・ページ数・価格

　　　　発　行　者・著　　者

　　　　図書コード・書　　名 574 Ｂ０２

大日本絵画 金の星社

　見ることが困難な子どもにも、触るこ
とで数を数えたり数の増減を楽しんだり
することができる。

　　　　　　　　（Ｈ21）

　Ａ段階の生徒には指導者の語りかけが
必要である。Ｂ段階の生徒には２語文を
自ら絵と対応させながら話せるように指
導していくことが必要である。

　表紙は３mmの厚紙を使用し、堅ろうで
ある。

　用紙は厚紙を使用している。

　美しい色彩で印刷されている。　多色刷りである。

　文字は20ポイント活字が使用されてい
る。

　本文は２号活字で読みやすい。
　数字の読みは５号活字である。

　使用されていない。 　使用されていない。

　色彩豊かな絵の中にひらがな文が１
ページに１文（20～30字程度）である。

　平仮名で２語文。
　挿絵はわかりやすく、色彩も鮮やかで
ある。

　生活場面とつなぎ、子どもたちが興味
をもっている生きものや食べものなど、
身近なものの数を数える活動を重ねるこ
とで学習した内容を発展させることがで
きる。

　読み切り形式であるが、年間を通し
て、適宜使用できる。

　１から10までの数概念を形成するため
に、具体物を導入して理解を深めるのに
適当な分量である。

　１から10までの数概念の基礎がつかめ
１けたのたし算ひき算に発展できる。

　仕掛け絵本になっており、ページをめ
くると動物が増えたり減ったりするよう
に工夫され、数に対する興味や数えよう
とする意欲をもつことができる。

　１から10までの数概念の基礎が２語文
とともにつかめるように工夫されてい
る。

　話を展開させていく中で生き物を数え
ることにより、数に対する興味・関心を
もつことができる。

　身近な物で１から10までの数概念の基
礎が育成されるよう工夫されている。
　児童・生徒が興味を持ちやすいような
絵と題材である。

Ａ・（Ｂ）　段階

　立体的に作られた10匹のおたまじゃくしが、池の
中でいろいろな生き物に出会い、ページをめくるご
とに１匹ずついなくなっていく仕掛けになってい
る。最後の結末が10匹とも蛙になって飛び出す仕掛
けとなっており、話の展開を楽しみながら、自然に
数を数えたり、増えたり減ったりが理解できる。

　絵をみれば言葉がでるくらい、繰り返
し読み聞かせることが必要である。

Ａ・Ｂ　段階

　身近な生き物を順に登場させ、絵と数
を対応させて１から10までの数への興
味・関心を育てることができる。

　身近な物の絵と言葉を対比させて１か
ら10までの数が数えられるように構成さ
れている。

関連教科（国語）

２１ページ 780円22.6×23cm ２２ページ 1,500円 21.1×18.4cm

デビー・ターベット わらべきみか

ちいさなおたまじゃくし
あかちゃんとおかあさんの絵本
ハテイちゃんのいち・に・さん
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　主要教科　　［　　算数・数学　算数・数学　]

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)　自主性や創造

　 性、思考力の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等の
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

備　　　　　考

(発　 行　 年)

６　体裁や造本が適

　切であること。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

 判型・ページ数・価格

　　　　発　行　者・著　　者

　　　　図書コード・書　　名 Ｉ０２ Ｃ０２

あかね書房 小峰書店

（Ｓ61）

　数える対象物が大きく描かれているの
で、見やすく数えやすい。

　　　　　　　　（Ｓ62）

　表紙は厚紙を使用し、堅ろうである。 　製本はしっかりしている。表紙は厚紙
を使用し、堅ろうである。

　やわらかい色合いの絵が、鮮明に印刷
されている。

　鮮やかな色調で、食べ物の絵はリアル
である。

　１号活字で大きく書かれている。 　文字は３号活字で書かれており見やす
い。

　１～20までの数が図表で示してある。 　使用されていない。

　片面は大きな数字、片面に対象となる
動物が描かれている。

　食べ物の絵は、数えやすくするために大き
く描かれている。
　手指で数えている絵も描かれている。
　文はカナ交じり文で、適当な量である。

　適切な分量であり、繰り返し使用でき
る。

　年間を通して使用するには若干量的に
少ない。

　絵を見て楽しむ段階から、数詞、数
字、数唱へと発展させることができる。

　身近なものの数をいろいろ数えること
で、学習した内容を発展させることがで
きる。

　表情豊かな動物が登場し、絵本や数字
に興味がもてる。

　子どもが好む食べ物や動物のキャラク
ターを使用しているので自然と興味・関
心が高まる。

　「１ぴきのねことおかあさんといっ
しょで２ひき」という展開で、おかあさ
んが加わると１ずつ増えることが理解で
きる。

　本の絵に合わせて自分で指を使って数
えることで自主性が育つ。

　１～10までの数の数え方をどうぶつの
キャラクターと子どもたちの好きな食べ
物を使って数えさせる内容となってい
る。

関連教科（生活）

　ひとさし指で数字をなぞらせたり、１
つ１つ指さしをさせながら数詞を唱えさ
せることができる。

　食べ物の数を手の指を使って数え、１
体１対応の学習をすることができる。

Ａ・Ｂ　段階 Ａ・Ｂ　段階

　10種類の動物たちを楽しくかぞえなが
ら、10までの数詞と対応して数字を理解
することができる。
　同じ動物のあつまりをかぞえることで
仲間が集めができる。

関連教科（生活）

５５ページ 1,000円 24.1×18.8cm ２７ページ 952円

村上　勉 文絵／長野博一

25.2×21.3㎝

おかあさんだいすき
１．２．３

くまたんのはじめてシリーズ
おいしい　おいしい１・２・３
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　主要教科　　［　　算数・数学　算数・数学　]

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)　自主性や創造

　 性、思考力の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等の
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

備　　　　　考

(発　 行　 年)

６　体裁や造本が適

　切であること。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

 判型・ページ数・価格

　　　　発　行　者・著　　者

　　　　図書コード・書　　名 508 Ａ０１

文化出版局 幼年教育出版

（Ｓ52）

　Ｐ15～16は立体感を出すため、折り込
みになっているので、使用に際しててい
ねいに扱う必要がある。

　小鳥や果物などを抜きとったり、並べ
たり、貼ったり、手指の操作を通しての
学習は大切で効果的であるが、抜きとっ
たものの保管については配慮が必要であ
る。
　　　　　　　　（Ｓ37）

　表紙は厚紙を使用し、堅ろうである。

　文字は１号活字で書かれていて見やす
い。

　使用されていない。

　色彩も明るく調和もよい。 　色刷りは、暖色が多く使われ調和もよ
い。

　使用されていない。 　使用されていない。

　年間を通して使用できる。

　楽しい表現の挿絵と、大きな平仮名の
短い文が添えられてる。

　挿絵が中心で、親しみやすく書かれ、
文字はほとんどない。
　また、海の場面は立体的に工夫されて
いる。

　年間を通して使用できる。

　動物の集合の中から同じ形を見つけ出
す内容で、平仮名の文字を読むことに
よって、問いを理解できるように発展さ
せることができる。

　数の多さを判断させる場合において直
観から１対１対応へ、知覚判断から論理
的判断へと発展させる。

　実物を見た時に「あれ、あれ？」と驚
くことから、想像性を培うことができ
る。

　身近なものから、同類を選び種類分け
（集合作り）できる力がつく。

　興味をもつ動物として象、ライオン、
猫、とんぼなどが取り上げられてあり、
挿絵の表現も楽しい。

　図形を抜きとったり、またその図形を
適当な場所に並べたりする作業を通して
学習できるので、子どもは意欲的に取組
める。

　動物の挿絵を見ながら、同じ形の物を
探し出す内容である。
　遊びを通して、興味づけながら形の認
識を育てる配慮が必要である。

　数を比較する場合、広がりや長さや大
きさに迷わされることがないよう指導
し、各単元とも文章表記がないので、指
導者の導き方に配慮が必要である。

　物の形に関心をもたせることができ、
同じ形や同じ色を選ぶこと、二つの物を
結びつけることができる。

関連教科（国語）

　集合作りができ、２～３つの集合の大
きさ比べが１対１の対応を中心にしてで
きる。

関連教科（生活）

（Ａ）・Ｂ　段階 Ｂ　段階

２４ページ 600円 26.6×20.3㎝ ３９ページ 780円16.5×17.9cm

五味　太郎 高田靖久

かずあそび１
どうぶつあれあれえほん

たべたのだあれ
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　主要教科　　［　　算数・数学　算数・数学　]

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)　自主性や創造

　 性、思考力の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等の
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

備　　　　　考

(発　 行　 年)

６　体裁や造本が適

　切であること。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

 判型・ページ数・価格

　　　　発　行　者・著　　者

　　　　図書コード・書　　名 Ａ０２ Ａ０１

幼年教育出版 童心社

　用紙は厚紙を使用している。製本は
しっかりしている。表紙は厚紙を使用し
ている。

　表紙は厚紙を使用し、堅ろうである。

（Ｓ37） （Ｓ45）

　それぞれの題目の言葉は４号活字で書
かれ、数字は初号活字の大きさである。

　文字は２号活字で書かれている。

　色彩もそれぞれの内容に合致してい
る。

　カラーと白黒ページ、ともに鮮明であ
る。

　使用されていない。

　挿絵は親しみやすく、文字も見やす
い。
　カラーと白黒のページが３：５の割合
で構成されている。

　使用されていない。

　年間を通して使用できる。 　年間を通して使用できる。

　ユーモアのある楽しい絵である。
　文章はなく題目と数字のみで、目標な
ど裏面に書かれている。

　０～10までの数が分かることにより、
買物ごっこをして、品物には値段があ
り、お金を出して買うという感覚を身に
つけることができる。

　１対１対応から集合づくり、集合比較
へと発展させることができる。

　１対１対応を通して、自分からどちら
が多いかを数えようとする意欲を引き出
すことができる。

　数や形の大小がわかると、自分たちの
知っているものを出し合って、２つや３
つのものを比較して、大小を見比べるこ
とができる。

　動物、食べ物、遊具などが多く配置さ
れていて、興味・関心をもたせることが
できる。

　実体験を通して数を数えることがで
き、興味もわいてくる。

　カードを利用しての学習が多いので
カードを紛失しないよう保管袋などを用
意する指導や工夫が必要である。

　楽しく読み聞かせながら、ペープサー
ト等を使っての操作活動などの手立てが
日世用である。
　また、白黒ページを設けることによっ
て、形に注目させる配慮をしている。

　数の順序や数の分解・合成など基本的
な思考の発達を促していくことができ、
身近にある具体的な事物を数えることが
できる。

関連教科（生活）

　生活に身近な挿絵を使って、１対１対
応をさせながら多い少ないを理解するこ
とができる。

関連教科（生活）

Ｂ　段階 Ｂ　段階

３５ページ 780円 24×18.8cm ４７ページ 1,300円25.5×20cm

社団法人
日本幼年教育会

当山　啓（監修）

かずあそび２
かずのほん１

どっちがたくさん
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　主要教科　　［　　算数・数学　算数・数学　]

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)　自主性や創造

　 性、思考力の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等の
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

備　　　　　考

(発　 行　 年)

６　体裁や造本が適

　切であること。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

 判型・ページ数・価格

　　　　発　行　者・著　　者

　　　　図書コード・書　　名 Ｂ０５ Ｅ０７

ひかりのくに 文化出版局

　身近な事物が多く配置されており適切
である。
　Ａ段階の児童・生徒には語りかけの中
で、数に興味を持たせるねらいで指導す
るとよい。
　　　　　　　　（Ｓ50）

　児童生徒が何回も繰り返して楽しんで
見ることができる。

　　　　　　　　（Ｓ52）

　製本はやや弱い。表紙は厚紙を使用し
ている。

　表紙は厚紙を使用し、堅ろうである。

　数字については、大きな活字が使用さ
れている。

　文字は１号活字で書かれていて見やす
い。

　明暗がはっきりしている。 　色彩も明るく調和もよい。

　絵は、児童・生徒に分かりやすく構成
されている。

　楽しい表現の絵と大きな平仮名の短い
文が添えられてる。

　Ｂ段階の子どもには見やすい大きさで
構成されている。

　使用されていない。

　年間を通して使用できる。 　年間を通して使用できる。

　数を量としてとらえ、加減に発展でき
る。

　形を動物の集合の中から見つけ出すこ
とから、平仮名の文字を読んでやり、問
いを理解できるように発展させることが
できる。

　数以外の社会的経験の分野にも、思考
力や応用力を伸ばしていくことができ
る。

　実物を見た時にあれあれ！！と驚くこ
とから想像性を培うことができる。

　動物、食べ物、遊具などが多く配置さ
れていて、興味・関心をもたせることが
できる。

　興味を持つにわとり、かまきり、ちょ
うなどが取り上げられてあり、絵の表現
も楽しい。

　何回も時間をかけて、繰り返し見せた
り、読んだりすることが大切である。

　動物の絵を見ながら、同じ形のものを
さがし出す内容なので、遊びを通して興
味づけながら、形の認識を育てる配慮が
必要である。

　身近なものやよく知られている動物な
どを使って、１から10までの数が理解で
きる。

関連教科（社会）

Ｂ　段階 （Ａ）・Ｂ　段階

　物の形に関心をもたせることができ形
や色の同じ物を選び、二つの物を結びつ
けることができる。

関連教科（国語）

４０ページ 1,200円 16.5×17.9cm ２４ページ 600円25.9×18.6cm

嘉 村 苑　子
多 田 ヒロシ

五味太郎

認識絵本５
いくつかな

どうぶつのあれあれえほん第４集
かくしたの　だあれ
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　主要教科　　［　　算数・数学　算数・数学　]

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)　自主性や創造

　 性、思考力の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等の
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

備　　　　　考

(発　 行　 年)

６　体裁や造本が適

　切であること。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

 判型・ページ数・価格

　　　　発　行　者・著　　者

　　　　図書コード・書　　名 510 Ｂ０２

三省堂 あかね書房

　各項に「おうちの人へ」という項目で
指導の解説があり、92Ｐ～95Ｐには「幼
児と数」という項目でこの本全体にかか
わる解説がある。

　　　　　　　　（Ｈ12）

　取り上げてある内容が形の領域のみで
ある。

　　　　　　　　（Ｓ55）

　表紙にはカバーがかかっている。 　表紙は堅ろうである。大きさは適切で
ある。

　見出しは青色印刷の50ポイント前後の
活字である。本文は12～20ポイント活
字、数字は青色印刷で20ポイント活字よ
り大きいものが多い。

　文字は２号活字で書かれている。

　多色刷りである。 　台紙の色は濃く、絵と背景の色の調和
がとれている。

　使用されていない。

　動物のイラストや生活場面を表した挿
絵がある。

　文章は簡潔で調子をつけて読むことが
でき、覚えやすい。
　挿絵も簡潔で分かりやすい。

　自動車や野菜、ケーキ、かばん、ぬい
ぐるみなどの写真が絵とともに使用され
ている。

　年間を通して使用できる。必要な項を
取り上げての学習もできる。

　図形領域については、年間を通して利
用することができるが、他の領域の関連
も必要になる。

　数に対する興味・関心を高めて広げる
ことができるとともに、時計やカレン
ダーの読み、お金の種類とその計算など
から生活に役立つ内容へと発展させるこ
とができる。

　本の中に出てきた物以外でそれぞれの
形に似たものを選び出し、描くことがで
きる。

　絵や問いかけから考えて答える内容で
思考力を養うことができる。

　丸、三角、四角という言葉から具体的
な形への概念を形成することができる。

　簡潔な文と話を取り入れた文章、親し
みやすい絵、身近な生活経験と結びつけ
た場面によって構成されている。

　身の回りにある物の中から、丸、三
角、四角の形について名称と形を知るこ
とにより、生活経験を広げることがで
き、形に対する興味・関心を高めること
ができる。

　身近な生活場面を扱い、動物や様々な
絵に興味をもたせて数を取り上げてい
る。また、物語的な内容もある。

　本の中で取り上げている形の例が、そ
れぞれの形と直接結びつきにくいので、
身近にあるものの中で、丸、三角、四角
を印象づける必要がある。

　数と数字、数えること、１対１対応、比
較、簡単な加減、分けること、０の概念、順
序数などを取り扱っている。さらに２位数の
数、時計やカレンダーの読み、お金の種類、
計算と多くの内容が含まれており、数に対す
る興味・関心を高めることができる。
関連教科（生活）

　絵を通して丸、三角、四角の形の名称
を言ったり指さしをすることができる。

関連教科（国語）

Ｂ・Ｃ　段階 Ｂ・Ｃ　段階

９５ページ 1,400円 26.4×18.6cm ３２ページ 1,500円23.6×18㎝

山本　省三 やまもと　もりひさ

あかねえほんシリーズ
かたちのえほん

まる・さんかく・しかくさん

三省堂
こども　かずの絵本じてん

115



　主要教科　　［　　算数・数学　算数・数学　]

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)　自主性や創造

　 性、思考力の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等の
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

備　　　　　考

(発　 行　 年)

６　体裁や造本が適

　切であること。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

 判型・ページ数・価格

　　　　発　行　者・著　　者

　　　　図書コード・書　　名 Ａ０２ Ａ０３

偕成社 童心社

　付録の冊子は参考資料になってよい。
　Ｃ段階の児童生徒には順序数の指導が
できる。

　　　　　　　　（Ｓ45）

　身近な具体物を使っての構成で関心を
持たせることができる。
　Ｂ段階の児童生徒には無理に計算を数
えないで話しながら親しませるのがよ
い。

　表紙は厚紙を使用し、堅ろうである。 　表紙は厚紙を使用し、堅ろうである。

　本文は３号活字で読みやすい。 　文字は２号活字の大きさである。

　美しい色彩の印刷である。 　色刷りは鮮明である。

　見やすい構成である。　使用されていない。

　落ち着いた色彩でまとめられている。　平仮名で３語文。
　挿絵は色彩豊かである。

　１から10までの数概念の基礎がつか
め、ページ左下の汽車の影絵により、順
序数の学習にも発展できる。

　具体的概念から抽象的概念へと理解を
深めさせることができる。

　年間を通して使用できる。 　年間を通して使用できる。

　遊びから計算式へと発展させていくこ
とができる。

　動物・動物園という、児童生徒にとっ
て興味深いものが題材としてとりあげら
れており、自然に数に親しめるよう工夫
されている。

　無理に数に結びつけなくても、楽しい
絵から、想像力を広げることができる。

　果物、小さな動物、乗り物など身の回
りでよく目にする物が多く興味や関心を
もたせることができる。

Ｂ・Ｃ　段階 Ｂ・Ｃ　段階

　物語風に、楽しく、繰り返し読み聞か
せることが必要である。

　時間をかけて進めていくことと、その
時間どとのねらいから、あまりはずれな
いように指導していくことが必要であ
る。

　１から10までの数が数えられるよう構
成されている。

関連教科（理科、国語）

　身近な具体物や動物、乗り物を通し
て、０から10までの数の加減が楽しみな
がら理解できる。
　０の概念についても生活を通じて理解
できる。

３１ページ 1,260円 24.1×18.8㎝ ４７ページ 1,300円27×21cm

森　孝一　他エリック・カール

１・２・３
どうぶつえんへ

かずのほん３
０から10までの

たしざんひきざん
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　主要教科　　［　　算数・数学　算数・数学　]

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)　自主性や創造

　 性、思考力の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等の
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

備　　　　　考

(発　 行　 年)

６　体裁や造本が適

　切であること。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

 判型・ページ数・価格

　　　　発　行　者・著　　者

　　　　図書コード・書　　名 ００９ 584

戸田デザイン
研 究 室

福音館書店

（Ｈ７） （Ｓ42）

　表紙は厚紙を使用し、堅ろうである。 　表紙は厚紙を使用し、堅ろうである。

　文字は主に１号活字で書かれている。 　文字は２号活字で書かれている。

　色は落ち着いた色調で調和がとれてい
る。

　鮮明である。

　使用されていない。 　使用されていない。

　挿絵は大きくわかりやすい。 　文章は会話形式で読みやすい。
　挿絵は車は、タイヤがかくれている部
分がある。

　年間を通して使用できる。 　年間を通して使用できる。

　最後に１時間は60分であることや時刻
を「何時何分」と読みとらせる内容も
扱っており、次の段階へ発展させること
ができる。

　身近ないろいろな物を数えることで、
学習した内容を発展させることができ
る。

　次の展開を描きながら学習できるの
で、思考力も育てることができる。

　タイヤの数と対応させて、身近な物を
数えようとする意欲を引き出すことがで
きる。

　日常生活に沿った時間の経過で構成さ
れており、親近感があってなじみやす
い。

　自転車や自動車などの、乗り物の絵と
簡単な説明を通して、興味をもって学習
することができる。

　短針の動きだけに注目して時間を学習
できる。
　長針の位置が一定で、時間の概念を定
着させることができる。

関連教科（生活）

Ｂ・Ｃ　段階 Ｂ・Ｃ　段階

　簡潔な挿絵と時刻を示す時計の挿絵が
見開きで示されている。
　日常の生活場面と結びつけ、興味をも
たせる工夫が大切である。

　楽しく読み聞かせながら、模型などの
具体物の使用も必要である。

　自転車や自動車など、いろいろな乗り
物のくるま（タイヤ）の数を通して、１
から10までの数に興味・関心をもつこと
ができる。

関連教科（生活）

５４ページ 1,500円 18.8×26.3cm ２７ページ 800円27.1×20.2cm

とだ　こうしろう 渡辺　茂男

とけいのえほん
こどものとも傑作集

くるまはいくつ
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　主要教科　　［　　算数・数学　算数・数学　]

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)　自主性や創造

　 性、思考力の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等の
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

備　　　　　考

(発　 行　 年)

６　体裁や造本が適

　切であること。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

 判型・ページ数・価格

　　　　発　行　者・著　　者

　　　　図書コード・書　　名 513 Ｃ０１

フルーベル館 同成社

　平成３年初版のため、その時代の語句
及びイラストが使用されている。

　　　　　　　　（Ｈ３）（Ｈ18）

　用紙は厚紙を使用している。表紙は厚
紙を使用し、堅ろうである。

　表紙は検定教科書と同じ仕様で厚紙を
使用している。

　本文は２号活字、行間は適切で見やす
い。

　問いかけの文は22ポイントの文字が使
用されている。

　鮮明である。 　数ページが多色刷りであり、後半は単
色刷りである。

　使用されていない。 　使用されていない。

　仮名表記になっている。時刻は太字で
強調されている。

　イラストを中心に構成されており、そ
こに、簡単な問いかけの文や語句が付い
ている。

　年間を通して使用できる。 　児童生徒の状況に合わせて、年間を通
し、繰り返し使用することができる。

　何時何分や時間の学習に発展させるこ
とができる。

　量についての基礎的な概念から比較、
仲間集めへと系統的に構成されている。
また、指導者のために「指導の展開」欄
が設けられており、それに沿って指導が
進められるよう工夫されている。

　起床や就寝の時刻など自分の生活と比
べながら学ぶことができる。

　実際にイラストと同じような設定場面
をつくり、具体的な活動や体験につなげ
て学ぶことができる。

　時刻を自分の生活と関連させながら学
ぶことができる。
　本についている時計盤で実際に針を動
かして時刻を合わせることができるので
興味を持つことができる。

　日常生活の身近な場面がとり上げられ
ており、児童生徒がその場面と同じよう
な体験をしながら、数量について興味・
関心を持って学習できるよう考えられて
いる。

　１日の生活の流れと時間の流れを合わ
せて指導していくことができる。

　児童生徒の身近にある具体的な場面が
イラストで表され、それを手がかりに量
や分類の基礎概念を養うことができるよ
う工夫されている。

Ｂ・Ｃ　段階 Ｂ・Ｃ　段階

　時計に関心を持ち、時刻（何時）を読
むことができる。

関連教科（生活）

　身近なものの大小や長短などに関心を
持ち、比較しようとする意欲と能力を育
てることができる。また、具体物や半具
体物を対象とし、関連のある物を仲間と
してとらえる概念を育てることができ
る。

２２ページ 1,100円 25.8×18.2cm ７２ページ 1,100円26×23cm

やなせ　たかし 江口季好・村上直樹

ゆっくり学ぶ子のための
さんすう１

とけいであそぼう
アンパンマン　いまなんじ？
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　主要教科　　［　　算数・数学　算数・数学　]

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)　自主性や創造

　 性、思考力の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等の
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

備　　　　　考

(発　 行　 年)

６　体裁や造本が適

　切であること。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

 判型・ページ数・価格

　　　　発　行　者・著　　者

　　　　図書コード・書　　名 Ｃ０２ Ｃ０３

同成社 同成社

　平成３年初版のため、その時代の語句
及びイラストが使用されている。

　　　　　　　　（Ｈ３）

　平成３年初版のため、その時代の語句
及びイラストが使用されている。

　　　　　　　　（Ｈ３）

　表紙は検定教科書と同じ仕様で厚紙を
使用している。

　表紙は検定教科書と同じ仕様で厚紙を
使用している。

　指示の文は22ポイントの文字が使用さ
れている。

　指示の文は22ポイントの文字が使用さ
れている。

　数ページが多色刷りであり、後半は単
色刷りである。

　数ページが多色刷り及び３色刷り、後
半は単色刷りである。

　使用されていない。 　使用されていない。

　イラストを中心に構成されており、そ
こに、簡単な指示の文や語句が付いてい
る。

　学習内容について説明する文はほとん
どなく、イラストと簡潔な指示の文及び
練習問題で構成されている。

　児童生徒の状況に合わせて、年間を通
し、繰り返し使用することができる。

　児童生徒の状況に合わせて、年間を通
し、繰り返し使用することができる。

　５までの数について、具体物操作から
半具体物操作へ移行できる形で構成され
ている。また、指導者のために「指導の
展開」欄が設けられており、それに沿っ
て指導が進められるよう工夫されてい
る。

　６から９の数と１桁の加算、減算及び
位取りへと段階的に学習できる形で構成
されている。また、指導者のために「指
導の展開」欄が設けられており、それに
沿って指導が進められるよう工夫されて
いる。

　書き込み式のページが多く、イラスト
を手がかりに学習を進めることができ
る。

　イラストと合わせて具体物を操作する
ことで、体験的に５までの数の概念形成
や合成の学習に取り組むことができる。
また、本書に書き込んで学習を進められ
るページもつくられている。

　身近にある物のイラストが多用され、
児童生徒が興味を持って取り組みやすい
ように工夫されている。

　身近にある具体物がイラストで表さ
れ、実物を用いた学習にもつなげやすい
ように工夫されている。

　親しみやすい具体物や身近な生活経験
と結びつく場面のイラストと簡潔な文に
よって構成されている。

　身近にある物のイラストが多用され、
児童生徒が取り組みやすいように工夫さ
れている。

Ｂ・Ｃ　段階 Ｂ・Ｃ　段階

　一対一対応をとらえ、１から５までの
数の概念及び５までの数の合成について
理解することができる。

　６から９の数と１桁の数の加算、減
算、２桁の数及び時計の読み方について
学習できる。

７２ページ 1,100円 25.8×18.2cm ７２ページ 1,100円25.8×18.2cm

江口季好・村上直樹 江口季好・村上直樹

ゆっくり学ぶ子のための
さんすう２

ゆっくり学ぶ子のための
さんすう３
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　主要教科　　［　　算数・数学　算数・数学　]

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)　自主性や創造

　 性、思考力の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等の
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

備　　　　　考

(発　 行　 年)

６　体裁や造本が適

　切であること。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

 判型・ページ数・価格

　　　　発　行　者・著　　者

　　　　図書コード・書　　名 Ｃ０４ 645

同成社 偕成社

　平成３年初版のため、その時代の語句
及びイラストが使用されている。

　　　　　　　　（Ｈ３） （Ｓ54）

　表紙は検定教科書と同じ仕様で厚紙を
使用している。

　表紙は２mmの厚紙を使用し、堅ろうで
カバーがかかっている。

　文章題には18ポイントの文字が使用さ
れている。

　文章は15ポイントの活字が使用されて
いる。数式は24ポイントの活字が使用さ
れている。

　数ページが多色刷り及び３色刷りであ
るが、大半は単色刷りである。

　多色刷りである。

　使用されていない。　使用されていない。

　学習内容について説明する文はほとん
どなく、イラストと簡潔な指示の文及び
練習問題で構成されている。

　多色刷りである。

　児童生徒の状況に合わせて、年間を通
し、繰り返し使用することができる。

　一回で読み切ることができ、繰り返し
て年間を通じて使用できる。

　具体物やタイルを活用し具体的場面を
イメージして問題に取り組む学習から、
数字や式に表す抽象的思考へ進む形に構
成されている。また、指導者のために
「指導の展開」欄が設けられている。

　具体物を活用して問題場面をイメージ
して考えていく学習から、抽象的思考へ
と考え方をすすめる学習が構成できる。

　具体物、タイルなどを使って操作する
具体的活動を通し、数の合成・分解の基
礎的な理解へつなげることができる。

　数の合成の基本的な考え方が、具体的
活動を通して加法の場面をとらえ、式に
表すことへ発展させていくことができ
る。

　指を使って答えを出す「数えたし」で
は難しくなる繰り上がりを、「５ー２進
法」のタイルを使った方法で習熟させ、
筆算につなげるよう工夫されている。

　イラストやタイルで確かめながら練習
問題に取り組めるよう工夫されている。

　日常生活の場面に置き換えて、ものの
個数を確かめたり数を合わせたりと、経
験を広げることができる。

Ｂ・Ｃ　段階 （Ｂ）・Ｃ　段階

　身近な日常生活に即した場面が多く設
定されている。

　身近な具体物を通して、０から５まで
の数の加減が用いられる場合を知り、も
のの個数を絵を用いて表したり読みとっ
たりできる。０の概念についても生活場
面を使って想起でき、数への興味・関心
を高めることができる。

　繰り上がり、繰り下がり及び２桁の数
の計算について学習できる。また、１年
の行事や時計、単位（重さ、かさ、長
さ）についても学ぶ。

７２ページ 1,100円 21.4×19cm ３２ページ 1,000円25.8×18.2cm

江口季好・村上直樹 松井　紀子

ゆっくり学ぶ子のための
さんすう４

まついのりこ
文字と数の絵本

はじめてのたしざん
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　主要教科　　［　　算数・数学　算数・数学　]

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)　自主性や創造

　 性、思考力の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等の
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

備　　　　　考

(発　 行　 年)

６　体裁や造本が適

　切であること。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

 判型・ページ数・価格

　　　　発　行　者・著　　者

　　　　図書コード・書　　名 543 ００２

福音館書店
戸田デザイン

研 究 室

（Ｓ61）

　挿絵を使って問題を作ることができ
る。

　　　　　　　　（Ｓ45）

　表紙は堅ろうである。 　用紙は厚紙を使用している。表紙は厚
紙を使用し、堅ろうである。

　句読点は使用されていないが、文字の
大きさは４号活字を主としながら、強調
する部分は５号活字で書かれている。

　文字は４号活字で書かれていて見やす
い。

　淡い色彩で印刷されている。 　色・文字・数ともに鮮明で色刷りの調
和もよい。

　使用されていない。 　使用されていない。

　子どもの好きな動物の絵がたのしく描
かれている。

　挿絵はコアラを主人公にして親しみや
すい。
　絵は大きく分かりやすい。

　10までの数が適切な分量に収められて
おり、導入段階で繰り返し扱うことがで
きる。

　年間を通して使用できる。

　数えたり、比較させたり、分配するこ
となどを通して加法、減法へ発展させる
ことができる。

　個数と数詞を楽しい絵を通して学習
し、分量の領域にも発展できる。

　自分で数えたり、数と物を対応させた
りして数量について考えさせることがで
きる。

　絵や実物を通して数を数えることがで
きる。

　動物と事物の対応から実生活での対応
感覚を身につけることができる。

　身の回りの物と対応させ、数に興味を
おこさせることが大切である。

　子どもの好きな動物が楽しく描かれて
いるが、具体的な作業を入れて理解を深
めることが大切である。

　楽しい絵を通じて数に興味をもたせる
工夫が大切である。

Ｃ　段階 Ｃ　段階

　１対１の対応により数の多少が理解で
きたり、数字を読んだり書いたり、分解
したりすることができる。

関連教科（生活）

　１から100までの数をたのしみながら
数えたり読んだりすることができる。

２３ページ 900円 30×26.5cm ３６ページ 1,600円25.3×23㎝

当山　啓（監修） たむら　たいへい

１から100までのえほん
かがくのとも傑作集７

かずのほん
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　主要教科　　［　　算数・数学　算数・数学　]

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)　自主性や創造

　 性、思考力の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等の
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

備　　　　　考

(発　 行　 年)

６　体裁や造本が適

　切であること。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

 判型・ページ数・価格

　　　　発　行　者・著　　者

　　　　図書コード・書　　名 Ｂ０６ Ａ０４

小学館 偕成社

　遊びの指導や日常生活の指導に活用す
ることができる。

　　　　　　　　（Ｈ６） （Ｈ５）

　用紙は厚紙を使用している。製本は
しっかりしている。表紙は厚紙を使用
し、堅ろうである。

　表紙は厚紙を使用し、堅ろうである。

　２号活字を中心にしてそのページのね
らいなどは大きな字体を使っている。

　文字は主に３号活字で書かれている。

　色彩に富んでいるが、文字は若干見づ
らい。

　色調もよく、明るい色づかいである。

　使用されていない。　隋所に写真を使用していて見やすい。

　文字は縦書きで、親しみのある文章と
挿絵である。

　文章はそのページの内容がよく理解で
きるような表示になっている。
　絵は親しみがもてる。

　年間を通して使用できる。 　年間を通して使用できる。

　発問形式なので、発問ごとに確かめな
がら進めることができる。

　簡単な加法や減法、大きな数への発展
が予定されている。

　数・形・色の基礎的な内容が系統的に
学習でき、次の段階へと発展させること
ができる。

　具体物を使って個数を数えたり数の大
小を比較できるような活動ができる工夫
がされている。

　平易な言葉と親しみやすい絵によって
構成されており、興味をもって読みなが
ら、数形・色を学ぶことができる。

　遊びや日常生活の指導において身につ
く経験として定着させる。

　絵本の内容を具体物を使った操作を操
り返し行うことで、確かなものにするよ
うな配慮をする必要がある。

　文字を読むことよりも、それぞれに示
された挿絵に興味をもたせ、楽しく遊び
ながら数・形・色を指導していくことが
大切である。

Ｃ　段階 Ｃ　段階

３１ページ 970円

　イラストの活用により１から10までの
数について、数詞や数字、数の合成や分
解が理解できる。

関連教科（生活）

　平仮名46音が、各音ごとに口調のよい
短文で示されており、それを通して、数
遊び、形遊び、色遊びの問題を考えるよ
うな内容になている。

関連教科（国語）

24.5×21cm ６４ページ 1,680円27.1×21.6cm

野田一郎
（監修）

清水　驍

21世紀幼稚園百科６
あずあそび１・２・３

ことばをおぼえるほん
かず・かたち・いろ　あいうえお
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　主要教科　　［　　算数・数学　算数・数学　]

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)　自主性や創造

　 性、思考力の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等の
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

備　　　　　考

(発　 行　 年)

６　体裁や造本が適

　切であること。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

 判型・ページ数・価格

　　　　発　行　者・著　　者

　　　　図書コード・書　　名 643 Ｉ０１

偕成社 福音館書店

（Ｓ59）

　遊びを通じて楽しみながら学習でき
る。
　Ｃ段階の児童生徒には「なかまはず
れ」を理解できるように工夫されてい
る。
　　　　　　　　（Ｓ57）

　表紙は２mmの厚紙を使用し、堅ろうで
ある。

　用紙は厚紙を使用している。製本はや
や弱い。

　文章は15ポイントの活字が使用されて
いる。数式は17ポイントの活字が使用さ
れている。

　３号活字で書かれている。

　多色刷りである。 　おちついた色彩でまとめられている。

　１ページに２、３個の図が使われてい
る。

　見やすい大きさで構成されている。

　分は簡潔で分かりやすく、かける数が
増えるごとに主人公が階段を上っていく
挿絵になっている。

　絵、表現ともていねいに仕上げられて
いる。

　一回で読み切ることができ、年間を通
して使用できる。

　１年間で学習するには、やや多き分量
である。

　問題場面を具体物を使って考えること
により、乗法を用いる有効性に気付くこ
とができ、式に表すことへと発展させて
いくことができる。

　トランプ遊びなどを通して創造性・思
考力の育成など幅広い理解をもたせるこ
とができる。

　具体物を活用してイメージをつくり考
えていく学習から、抽象的思考へと考え
方をすすめさせる過程の学習が構成でき
る。

　４冊の本が１冊にまとめられている
が、遊びを通して数の概念など系統的に
理解させることができる。

　絵に合わせて具体物を操作する活動を
通して、手指操作と考える力を使って学
ぶとこができる。

　ごく身近な事物が多く使用されてい
る。

　具体物を半具体物に置き換え、数の構
成ができ、同じ数ずつまとめて考えるこ
との有効性が理解できる。

　かなり高度な内容を含んでおり、補助
教材を準備するなど、手と頭の両方を
使っての指導が必要である。

（Ｃ）・Ｄ　段階 Ｃ・Ｄ　段階

３２ページ 1,000円 24.2×21.3㎝ 103ページ 1,600円

　身近な具体物を通して、乗法が用いら
れる場合について知り、乗法の意味をと
らえ１位数と１位数との乗法の計算がで
きる。

　「１」の意味から、掛け算、順序数、
自然数、集合、比較とゲームを楽しみな
がら、数学の本質的な部分にせまること
ができる。

関連教科（理科）

21.4×19cm

安野光雄

まついのりこ
文字と数の絵本　たのしいかけざん

九九のほん

安野光雄の絵本
はじめてであう

すうがくの絵本１

松井　紀子
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　主要教科　　［　　算数・数学　算数・数学　]

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)　自主性や創造

　 性、思考力の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等の
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

備　　　　　考

(発　 行　 年)

６　体裁や造本が適

　切であること。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

 判型・ページ数・価格

　　　　発　行　者・著　　者

　　　　図書コード・書　　名 Ｂ０２ Ｅ０１

小学館 くもん出版

（Ｈ13）

　製本はしっかりしている。時計部分が
円形にくりぬかれ操作できるようになっ
ている。

　他の教科との関連性も記載されてお
り、他教科でも使用することができる。

　　　　　　　　（Ｈ６）

　用紙は厚紙を使用している。製本は
しっかりしている。表紙は厚紙を使用
し、堅ろうである。

　文字は、36ポイント、３号活字、５号
活字が使用されている。

　文字は４号活字で書かれている。

　デザイン・色調ともカラフルである。 　明るい色づかいである。

　大半が写真で構成されている。 　使用されていない。

　年間を通して使用できる。

　挿絵は、ぬいぐるみや時計の写真が各
ページぎっしりとプリントされている。
　片仮名や数字にふってある文字は小さ
くて読みにくい。

　親しみのある挿絵で、平仮名と片仮名
混じりの分で書かれている。

　一年間を通して使用できる。

　時刻を読むだけでなく、指導者の指示
した時刻を表示している時計を探すこと
もできる。

　次の段階を描きながら自分で時計の操
作ができるので、思考力を養うことがで
きる。

　時間から分へ、長針と短針の動きの関
係も丁寧に説明されており、段階を追っ
て学習できるようになっている。
　各教科との関連性・系統性も指導者用
に各ページ欄外に記載されている。

　最後に「クルックのいちにち」を示す
時計のイラストが付いており、次の段階
へと発展させることができる。

　色々な形やデザインの時計の写真で構
成されており、見ているだけでも楽し
い。

　森の時計番がかわいい動物たちに時刻
をお知らせをする内容で、興味をもって
学習できるよう工夫されている。

　正時から分刻みの時刻まで段階を追っ
て学習できる。
　実物や模型の活用が効果的である。

　自分で時計の針の操作ができるので理
解しやすい。

　針が指している数字を読めば時刻がわ
かるような時計が付いており、１分刻み
で時刻を読みとらせる内容になってい
る。

関連教科（生活）

Ｃ・Ｄ　段階 Ｃ・Ｄ　段階

30.4×21.5cm ２５ページ 1,400円27.1×21.6cm ３１ページ

　色々な時計を使って、時計の指し示す
時刻を、何時・何時半・何時何分という
ように読みとらせる内容となっている。

関連教科（生活）

970円

栗岩英雄
（監修）

はとのクルックの
とけいえほん

21世紀幼稚園百科２
とけいとじかん

たちの　けいこ
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　主要教科　　［　　算数・数学　算数・数学　]

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)　自主性や創造

　 性、思考力の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等の
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

備　　　　　考

(発　 行　 年)

６　体裁や造本が適

　切であること。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

 判型・ページ数・価格

　　　　発　行　者・著　　者

　　　　図書コード・書　　名 ００３ Ｉ０２

東洋館出版社 福音館書店

　明るい色彩と小人を主人公とした内容
で興味をひくよう配慮が必要である。

　抽象的思考を必要とし、内容がやや高
度なので具体物を使って説明しながら学
習をすすめる配慮が必要である。

Ｄ　段階

　生活の中で必要な数・量の関係を比べ
た考えたり、２つの物を比較して違いを
見つけたり、数を数えたりすることがで
きる。

1,600円104ページ24.3×21.5cm

安野光雄

安野光雄の絵本
はじめてであう

すうがくの絵本２

　大きく５つの項から成っており、年間
を通して学習の導入に使用することがで
きる。

　それぞれの項が基本的な考え方の基礎
を示してあるのでその上に立って発展さ
せることができる。

　内容が数学的抽象思考が多く高度であ
る。

　　　　　　　　（Ｓ57）

　用紙は厚手の紙を使用している。製本
はしっかりしている。

　活字は12ポイント活字を使用し、文字
は太く見やすい。
　字間はややつまりぎみである。

　紙の色と印刷の色の調和がよく、文字
も鮮明である。

　「基礎編」と「生活編」の２部構成と
なっており、自分のこと、くらし、余暇
などをテーマに、数学についての知識や
技能を使って、自立に向け、生活上の問
題を解決しようとする態度を養うことが
できる。
関連教科（社会、職業家庭）

1,300円127ページ25.6×18.1cm

編集代表／大南　英明

くらしに役立つ　数学

　大きく「基礎編」と「生活編」に分か
れていて基礎編には４つ、生活編には５
つの章で構成されている。

　自分の生活状況や地域のお店や物の値
段など実際の生活の場面に置き換えて、
学習へと発展させることができる。

　「基礎編」の内容を「生活編」に生か
したり、「生活編」の内容でつまづいた
ときは「基礎編」に戻ったりして、自主
性と思考力を養うことができる。

　生活上、必要かつ役立つ内容で興味・
関心をもたせることができる。「くらし
のとびら」には、言葉の正しい意味や支
払い方法、カードの使い方など生活する
ための情報が書かれている。

　基礎的な内容とよりよく生活していく
ために具体的な場面での内容が取り上げ
られていて、生活と関連させて数学の力
を身につけることができる。計算方法で
は電卓の使い方を図解により説明してい
る。

Ｄ　段階

（Ｈ19）

　表紙は検定教科書と同じ仕様で厚紙を
使用している。

　見出しは28ポイント活字である。本文
は14ポイント活字である。行間は３mmあ
る。

　青と黒の二色刷りである。

　電卓の使い方や測定の仕方など図で表
されたり、表が多く使用されたりしてい
て、見やすく分かりやすい。

　Ｐ98より指導者向けの解説がついてい
る。

　ルビが付けられている漢字も多い。問
題文や内容項目は太字で強調されてい
る。

　挿絵は子どもの好きな、かわいい小さ
な子を主人公にしている。
　内容のわりに文章が長い。

　比べて考えることを基本にして、共通
点を見つける、物事を分析的に考える、
抽象的な数の概念を得る等思考力を育成
することができる。
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　主要教科　　［　　算数・数学　算数・数学　]

　採　択　基　準 基 本 観 点
１　学習指導要領に
　示す目標に沿い、
　その内容を適切に
　取り上げているこ

　と。

(1)　教科の目標達成
　 に必要な内容

  
(1)　発達段階のめ
　 やす(注1)

(2)　障害の状態、
　 発達段階及び特性
　 などへの配慮

(1)  生活経験や興味

   ・関心への配慮

(2)　自主性や創造

　 性、思考力の育成

(1)　系統性・発展性

(2)　全体の分量

(1)　文字、文章、
　 挿絵

(2)　図表、写真等の
　 の資料

(1)　色使い、ページ
　　レイアウトなど

(2)　文字の大きさ、
　 字間、行間

(3)　用紙、製本、
　 表紙

備　　　　　考

(発　 行　 年)

６　体裁や造本が適

　切であること。

５　表記・表現が正

　確かつ適切である

　こと。

４  内容の構成・配

　列・分量が、学習

　指導を有効に進め

　る上で適切である

　こと。

３　内容の選択及び

　扱いが、学習指導

　を進める上で適切

　であること。

２　内容の程度が、

　児童生徒の発達段

　階に適応している

　こと。

 判型・ページ数・価格

　　　　発　行　者・著　　者

　　　　図書コード・書　　名 601 Ａ０２

福音館書店 日本教育研
子どもたちの

自立を支援する会

ひとりだちするための
算数・数学

　美しい色彩とかわいいキャラクターを
主人公にした内容で、興味を引くよう配
慮されている。

　具体物を使い遊びの要素を含めた学習
を進める配慮が必要である。

Ｄ　段階

　位相数学や幾何学の分野を、遊びなが
ら読みすすみ、年齢に応じて楽しめる内
容になっている。

関連教科（図画工作・美術）

1,600円104ページ24.3×21.5㎝

安野光雄

　基礎的な内容と合わせ、日常生活に活
かすために具体的な場面での内容が取り
上げられており、生活と関連させて数学
の力を身に付けることができる。

Ｄ　段階

　「基礎編」と「生活編」の２部構成と
なっており、数学的な知識や技能をベー
スに、自立に向け、生活上の問題を解決
しようとする態度を養うことができる。

関連教科（社会、職業家庭）

1,600円８７ページ25.8×18.2cm

安野光雄の絵本
はじめてであう

すうがくの絵本３

　学習内容が日常生活に活かせるという
視点で絞られており、日常生活の場面を
イメージしやすい。

　「基礎編」は７つ、「生活編」は３つ
の章で構成されている。

　大きく４つの項からなっており、年間
を通して学習の導入や発展に使用するこ
とができる。

　学習内容を自分の実際の生活場面に置
き換えて考えることができる。

　遊びとしてみれば楽しめる内容であ
り、位相数学や幾何学の分野の内容にま
で興味を持たせることもできる。

　表紙は厚紙を使用し、堅ろうである。

　文字は12ポイント活字で書かれてい
る。

　３色刷りである。　紙の色と印刷の色の調和がよく、文字
も鮮明である。

　問題提示文中に「高等部」という語句
が使用されている。

　　　　　　　　（Ｈ24）

　表紙は検定教科書と同じ仕様で厚紙を
使用している。

　項目の表題は、赤字の18ポイント、そ
の他の説明や問題提示文は、黒字の14～
16ポイントが使用されている。

（Ｓ57）

　説明や練習問題で図表やグラフが使用
されている。

　Ｐ98より指導者向けの解説がついてい
る。

　漢字及びアルファベットにはルビが付
けられている。問題文や重要項目は太字
で強調されている。

　挿絵、表現ともていねいに仕上げられ
ている。

　「基礎編」の内容を「生活編」に活か
したり、「生活編」の内容でつまずいた
ときは「基礎編」に戻ったりして、自主
性と思考力を養うことができる。

　折り紙や迷い道などを通して、想像
性、思考力の育成など幅広い理解をもた
せることができる。
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